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GMO インターネットグループ 

 

Web3 ベンチャーと GMO インターネットグループの架け橋となる 

Web3 ベンチャー支援特化のハンズオン型 CVC「GMO Web3 株式会社」設立へ 

 

GMO インターネット株式会社（代表取締役グループ代表：熊谷 正寿 以下、GMO インターネット）は、

2022 年 6 月 6 日（月）に新会社「GMO Web3 株式会社」を設立する方針を決定いたしましたことをお知ら

せいたします。 

 GMO Web3 株式会社は、Web3 ベンチャー支援に特化したハンズオン型コーポレートベンチャーキャピタ

ル（CVC）です。 

GMO インターネットグループは、1995 年のインターネット事業開始以来、インターネットや IT に関する

革新的な技術研究や新規事業の展開を続けています。ブロックチェーン技術に関する研究・事業運営も 2015

年に開始し、今年で 7 年目を迎えます。 

この度設立予定の GMO Web3 株式会社では、GMO インターネットグループの Web3 ベンチャー支援機能

を集約し、継続して研究・事業運営を行ってきたブロックチェーン技術やインターネット金融・暗号資産関

連事業で培ってきた技術・ノウハウ等を Web3 ベンチャーに提供することで、国内 Web3 市場の活性化及び

Web3 ベンチャーの成長に貢献するとともに、Web3 ベンチャーと GMO インターネットグループを繋ぐ”架

け橋”としての役割も担ってまいります。 

 今後、2022 年 6 月下旬の会社設立に向け、新会社の運営体制構築を進めてまいります。 

【役員候補者】 

 Web3 ベンチャーへの多角的かつ強力な支援を実現すべく、GMO インターネットグループに所属する

Web3 関連事業領域のプロフェッショナルと、ベンチャー企業経営・Web3 関連事業領域に深い知見を持つ外

部有識者による役員体制を構築いたします。 

 

役職 氏名 所属 専門分野 

会長 熊谷 正寿 GMO インターネット株式会社 

代表取締役グループ代表 

IT 企業創業・経営 

代 表 取締 役

社長 

内田 朋宏 GMO インターネット株式会社 

グループ投資戦略室長 

グループの仲間づくり（M&A）／投資戦略 

取締役 増島 雅和 森・濱田松本法律事務所 金融関連規制、FinTech、M&A、ガバナンス 

取締役 内藤 裕紀 株式会社ドリコム 

代表取締役社長 

IT 企業創業・経営 

エンターテイメント領域の Web3 事業開発 

取締役 堀内 敏明 GMO インターネット株式会社 AI・ブロックチェーン等の先端技術の研究開



グループ専務執行役員 発／技術支援 

取締役 佐藤 健太郎 GMO ペパボ株式会社 

代表取締役社長 

Web クリエイティブ 

クリエイター支援 

取締役 中村 健太郎 GMO-Z.com Trust Company, Inc. 

CEO 

ステーブルコイン開発・運用 

取締役 牧田 誠 GMO サイバーセキュリティ by イエ

ラエ株式会社 代表取締役 

攻撃者目線のサイバーセキュリティ 

取締役 牧田 哲 GMO インターネット株式会社 

システム統括本部インフラ・運用本部

本部長 

ブロックチェーン・マイニング運用 

取締役 小谷 紘右 GMO コイン株式会社 

取締役 

暗号資産（仮想通貨）取引所／IEO 支援 

取締役 林 剛生 GMO あおぞらネット銀行株式会社 

経営企画チーム長 

インターネット金融事業の企画・事業開発 

（※）顧問として、新規事業開発・事業グロースのプロフェッショナルである元株式会社ディー・エヌ・エー代表取締役社長兼 CEO の

守安 功氏が就任予定となっております。 

 

【背景】 

 Web3 は世界的なムーブメントを巻き起こしており、国・地域を問わず Web3 関連事業を主とする企業の

設立が相次いでいます。他方で、日本国内において Web3 関連事業を行うにあたっては、以下のような課題

があります。 

 

■Web3 ベンチャーの課題 

１．トークンの発行・調達が難しい 

・トークン発行法人に対する会計基準が未整備となっており、上場に必要な監査が受けられない。 

・トークン発行法人が発行したトークンの含み益に法人税課税が発生する。 

・トークンの販売は暗号資産交換業のライセンスが必要。 

２．既存金融機関からの調達が難しい。 

３．Web3 関連事業のアイディアを具現化するための、技術リソースの確保が難しい。 

 

【GMO Web3 株式会社による支援内容】 

Web3 ベンチャーの抱える課題の解決に向け、GMO インターネットグループが持つ Web3 関連事業に関す

るノウハウ、技術を活かした次のソリューションを提供いたします。 

 

１．ブロックチェーン技術、マイニング、暗号資産（仮想通貨）取引所、ステーブルコイン、NFT を事業化

してきた経験豊富なエンジニアによる技術支援 

２．GMO サイバーセキュリティ by イエラエ株式会社に所属するホワイトハッカーによるブロックチェーン

のセキュリティ支援 

３．ベンチャーキャピタルとしての資金支援（出資） 

４．上場ノウハウ支援 

５．IEO（トークン販売）支援 

６．融資による支援 

 今後は、ミートアップによるピッチ等も予定しております。後日、以下 Web サイトにて詳細をご案内いた 

します。 



■GMO Web3 株式会社 公式サイト URL：https://web3.gmo/ 

 

【Web3 とは】 

「Web3」は、ブロックチェーン技術・分散型自立組織（DAO）（※）を中心とした分散型の新しいインター

ネットのあり方やそれを支える革新的な Web サービスのことを指します。ブロックチェーンを活用すること

により、特に金融分野におけるピアツーピア形式の取引を可能としていることが特徴で、中央銀行や政府機

関を介さない金融取引を行うことができる分散型金融（DeFi）や暗号資産取引所を介さずにトレーダー間で

暗号資産取引ができる分散型取引所（DEX）等が代表なサービスとなっています。 

これまでのインターネットにおいては、SNS や動画プラットフォームを運営する企業に情報が集中し、中

央集権型の情報流通が行われるという問題が出ていました。この課題を解決する新たな情報流通の仕組み・

ビジネスモデルとして、Web3 は世界的なムーブメントを巻き起こしています。 

日本においても Web3 に向けた動きは加速しており、政府においては Web3 推進の方針を「経済財政運営

と改革の基本方針 2022」に盛り込むなど、新たな成長戦略の柱とすることを決めています。GMO インター

ネットグループは、これからの国内市場を担う Web3 ベンチャーに寄り添い、ともに成長を続けてまいりま

す。 

（※）ブロックチェーン上で運営される非中央集権型の意思決定組織 

 

 

 

 

 

【GMO インターネット株式会社】（URL：https://www.gmo.jp/） 

会 社 名 GMO インターネット株式会社（東証プライム 証券コード：9449） 

所 在 地 東京都渋谷区桜丘町 26 番 1 号 セルリアンタワー 

代 表 者 代表取締役グループ代表 熊谷 正寿 

事 業 内 容 ■インターネットインフラ事業 ■インターネット広告・メディア事業 

■インターネット金融事業   ■暗号資産事業 

資 本 金 50 億円 

 

【報道関係お問い合わせ先】 

●GMO インターネット株式会社 

グループコミュニケーション部 広報担当 寺山 

E-mail：pr＠gmo.jp 

 

Copyright (C) 2022 GMO Internet, Inc. All Rights Reserved. 

【本件に関するお問い合わせ先】 

E-mail：web3@gmo.jp 
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